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県
境
を
越
え
た

交
通
空
白
地
域
の
解
消
を
！ 

現
在
、
西
条
地
区
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
の
策

定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
、

国
道

194
号
沿
い
の
加
茂
地
区
に
お

い
て
は
、
寒
風
山
ト
ン
ネ
ル
を
含

む
８
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
交
通

空
白
地
域
の
解
消
を
は
じ
め
、
住

民
の
足
を
求
め
る
声
は
切
実
で
あ

る
。
ま
た
、
県
境
に
位
置
す
る
高

知
県
吾
川
郡
い
の
町
の
住
民
の
多

く
は
、
本
市
が
日
常
の
生
活
圏
と

な
っ
て
い
る
。
広
域
連
携
に
よ
る

地
域
公
共
交
通
の
確
保
・
充
実
が

叫
ば
れ
る
中
、
公
共
交
通
の
利
便

性
向
上
に
向
け
、
今
後
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

現
在
、
加
茂
地
区
で
は
、

平
日
に
お
け
る
路
線
バ
ス

の
運
行
が
１
日
４
便
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
高
齢
化
に
よ
り
、
自
宅

か
ら
バ
ス
停
ま
で
が
遠
い
住
民
に

と
っ
て
路
線
バ
ス
の
利
用
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
改
善
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
は
日
常
生
活
に

必
要
不
可
欠
な
移
動
手
段
の
維
持
・

確
保
を
目
指
し
、
地
域
住
民
と
と

も
に
実
情
に
応
じ
た
交
通
体
系
や

制
度
の
検
討
を
行
い
、
平
成
28
年

度
か
ら
の
実
証
運
行
な
ど
に
向
け

た
詳
細
な
プ
ラ
ン
の
策
定
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
山
間
部
は
も
と
よ
り
、

市
街
地
を
形
成
す
る
平
坦
部
の
公

共
交
通
空
白
地
域
に
お
い
て
も
、

将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
生
活
と
ま

ち
づ
く
り
に
寄
り
添
っ
た
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
を
構
築
す
る

た
め
、
具
体
的
な
取
組
を
順
次
、

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
境
に
位
置
す
る
高
知

県
吾
川
郡
い
の
町
本
川
地
区
の
住

民
の
か
た
は
、
平
成
11
年
に
新
寒

風
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
こ
と

に
よ
り
、
本
市
市
街
地
へ
の
移
動

時
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
が
日
常
の
生
活
圏
に
な
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
同
地
区

に
お
い
て
は
、
地
元
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
廃
業
に
伴
い
、
住
民
の
移

動
手
段
確
保
の
た
め
、
い
の
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
交
通
空
白

地
有
償
運
送
を
行
っ
て
い
る
が
、

町
内
の
み
の
運
行
で
あ
り
、
県
境

を
越
え
る
運
行
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

本
市
と
し
て
は
、
経
済
効
果
や

生
活
実
態
に
応
じ
た
広
域
連
携
の

必
要
性
を
踏
ま
え
、
い
の
町
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
の
調
整

に
よ
り
、
県
境
を
越
え
た
交
通
空

白
地
域
の
解
消
に
向
け
て
必
要
な

協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

基
礎
調
査
の
状
況
は
？ 

平
成
26
年
８
月
豪
雨
に
よ

る
広
島
県
広
島
市
の
土
砂

災
害
な
ど
を
受
け
、
国
で
は
、
警

戒
避
難
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図

る
た
め
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
土
砂
災
害

防
止
法
）
が
改
正
さ
れ
、
平
成
27

年
１
月
18
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
都
道
府
県
で
は
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
の
基
礎
調
査
結

果
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
、
平
成
31
年
度
末
ま
で
の
調

査
完
了
目
標
が
設
定
さ
れ
た
が
、

愛
媛
県
で
は
、
い
つ
頃
の
調
査
完

了
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、

県
の
方
針
と
区
域
指
定
に
対
す
る

市
の
対
応
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

本
市
に
お
い
て
は
、
土
砂

災
害
防
止
法
に
基
づ
く
区

域
指
定
は
、
愛
媛
県
が
基
礎
調
査

を
行
い
、
住
民
に
説
明
、
同
意
を

得
た
後
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な

ど
を
指
定
す
る
と
と
も
に
、
基
礎

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

指
定
さ
れ
た
後
に
初
め
て
公
表
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
土

砂
災
害
防
止
法
の
改
正
に
よ
り
、

基
礎
調
査
結
果
の
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
未
指
定
箇

所
と
併
せ
、
県
や
市
の
担
当
窓
口

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

愛
媛
県
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所

は
全
国
で
14
番
目
に
多
い
１
万
５

千
190
か
所
で
、
こ
の
う
ち
市
内
に

は
476
か
所
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、

地
滑
り
危
険
箇
所
が
38
か
所
、
土

砂
災
害
危
険
箇
所
が
185
か
所
、
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
が
253
か
所

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
う
ち
、
基

礎
調
査
済
み
が
115
か
所
、
現
在
調

査
中
が
57
か
所
で
平
成
27
年
度
末

の
完
了
予
定
で
あ
る
。
残
り
の
304

か
所
に
つ
い
て
も
、
平
成
31
年
度

ま
で
に
調
査
を
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
早
期
に
調
査
を
完
了
さ

せ
、
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
県
へ

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

更
に
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な

ど
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
基
礎
調

査
済
み
115
か
所
の
う
ち
、
指
定
済

み
が
82
か
所
、
地
元
同
意
済
み
が

10
か
所
で
、
残
り
の
23
か
所
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
末
ま
で
の

指
定
に
向
け
説
明
会
な
ど
を
行
い
、

地
元
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
す
る
と
と
も
に
、
指
定
後
の
生

命
・
身
体
を
守
る
対
応
に
つ
い
て

も
住
民
と
協
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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寒風山トンネル（愛媛県側）

土砂災害に関する周知パネル


